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１．研究の実施日程 

研究項目 

実施日程 
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月 
1月 2月 3月 

サブテーマ１             

影響予測・適応策評

価 
            

社会経済シナリオ構

築 

            

サブテーマ２             

モデル構築・影響予

測 

            

適応考課評価             

サブテーマ３             

モデル開発             

暑熱リスク評価             

 

２．研究の実績の説明 

 

（１）成果の概要 

サブテーマ１では、貯水池のアオコリスク、配水管網における残留塩素の減衰、気象応答を考慮した生活用水量の

将来変化について、気候変動影響予測モデルの構築に向けたデータ収集、整理、初期解析を進めた。貯水池のアオ

コリスクについては、影響予測としての長期予測モデルと、適応策（早期警戒システム）としての短期予測モデルの開

発を進めた。あわせて、社会経済シナリオ構築に向け、日本版SSPごとに、性別・年齢階層別の将来人口データの構

築を進めた。また国スケールの土地利用予測モデルについての文献レビューや、LLM を活用した文献レビュー手法

についての評価を実施した。 

サブテーマ２では、海面上昇による浸水影響評価として、インフラ・ライフラインへの浸水影響評価、水インフラへの

気候変動リスク評価を行った。適応効果評価として、堤防防護情報を考慮した浸水影響評価、浸水域クラスターによ

る効率的防護と移転を組み合わせた適応策を検討した。また、S-18適応策データベースのうち、沿岸域自然災害の
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み効果、費用などについて追加分析を行い、沿岸域適応策データベースを拡充した。  

サブテーマ３では、SLUCM+BEM v2.0を開発し、これを ILS へ結合、および ILS 用の入力データの整備・導入

を行った。また、都道府県別・疾患別・性別年代別の暑熱関連死亡リスク関数を開発した。加えて、LCA で評価する

緩和策・適応策を選定し、これらのライフサイクルコストの調査を実施した。 

 

 

（２）成果一覧（予定を含む） 
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サブテーマ２ 

１） 岩間柊斗・横木裕宗：第 33回地球環境シンポジウム講演集, 139-143 (2025) 日本における海面上昇によ
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サブテーマ１ 
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１８） IHARA, T., S. SUGIMOTO, A. C. G. VARQUEZ, and N. ITSUBO, The 12th International 

Conference on Urban Climate (2025) Air conditioning as a climate adaptation strategy for 

sleep disturbances: A data-driven approach.  
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